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「一度、自山の夏山開きを見に行つてきたい

んだけど…」

学研仲間とのお花見の帰り。山友でもあるYさ

んに、その頃の自山の様子を聞かれた。彼女は

同行してほしそうだったが、私は昔段はナカオ

の調査山行が優先と言つてある。彼女が同行す

る仲間違は、真夏の自山なら登ったことがある

…とのことだった。

山開きの登山者は多くいるはずである。まず

迷うことはあるまいと、防寒着のこと、残雪が

多ければ、ルートは十二曲がりを迂回している

場合もありうることを言った。次の研修会時に

は、室堂に確認するよう言つたと思う。

6月 にな って、「同行者にはこんなリーフを

配つた」と封書が来た。中身には、「ベテラン

のア ドバイスを、三度も受けたから」と書いて

ある。おいおい、何も太鼓判押したつもりない

ゾ !その後、彼女はインターネットで自山情報

を楽しんでいたらしい。

2日 前になって、また電話。

「結構天気が悪そうなんだけど、上に室堂が

あるし、大丈夫だわね ?」

と言う。もう…。

「ナカオの予定ないし、私一緒に行くわJ
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自炊 の なべ 料理 を 囲ん で歓 談す る登 山者 -30日 午後 3時 半、室堂 セ ンター

という次第で、夏山開きに行くことになって

しまった。今年は丁度、土 。日の巡り合わせ。

仕事を持つ私にも、チャンスだった。奥名会長

が登ることを私は知っていたが、そんな突然の

決まり方だつた次第で、あえて吃驚させようと

伏せていた訳ではない。

その奥名会長とは、別当出合で早くも遭遇し

た。止みそうもない雨に多数が屯ろしており、

諦めて帰つて行った。

同行の二人はガールスカウ トのリーダーをや

つており、さっばり、てきばきタイプですぐな

じめた。そのうちのAさ んの知人 1氏が、仲間

が皆諦めて一人別当に残 つており、彼も含めて

の、にわか 5人パーティーで出発する。

別当からの最初の下りからして川になつてい

た。あとも、登山道=川 。なだらかな斜面にな

ると滑滝のごとく水が走る。私自身は濡れると

覚悟しての事だから、雨が降った場合の地形の

変貌を「ああ、こんな所が川になるんだ」と、

それなりに楽しんでいた。

パーティの方は、 1氏 とAさ んの二人、次 B

さん、Yさ ん私の 3組に分かれだすようになる

。 Bさ んは時々後ろを確かめているようだ。

甚ノ助で昼食。テルモスのお湯でスープを作

り皆に配ると、

「舟田さんの荷物どうしてそんなに重たいん

かと思ったら、そんなんまで担いどるが ?1

ゆつくりとわかっている時ならね。
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他のクル ープの話 も耳に入ってくる。

「神岡から入れるじゃん。寺地に避難小屋あ

る し、あとは小屋で縦走できるじゃん …J

思わず、

「あの避難小屋は小 さいか ら、誰か他のパーテ

ィが入ってた ら、もう泊まれな くな りますよ l

と言 って しま った。そんな予想を しない人は、

どんな装備を担いで登 っているんだろう ?
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そこか らは トラバース道を、何条もの水流が

横切るようになる。疲労気味だ った Yさ んは、

フラッと 左カ ープの登山道 ではな くそんな沢

に入 りこんで行った.瞬時、悪路のiT回 とり:め

ていた私は、慌てて呼び戻す。早めの訂正です

んだ彼女は

「やっば りついて青て |)ら って 良か った.令然

気がつかなかった J

ああ、こうや って遭難予備軍になるんだなあ
`

五葉坂整備中の今は、水屋尻雪渓横を迂回す

るルー トにな っている,そんな凹地 に、豪雨は

流れ こみ、足を取 られる程が、 2箇所あ つた。

室堂は改築中 で、セ ンタ ー前のプレハ ノが休

憩舎、兼 自炊棟 になっている。中には奇妙な連

帯感が漂っていた。みんな、あの豪雨をついて

登ってきた数寄者同士だ。

1氏 が早速 「今年も来ましたJと挨拶に行っ

た。聞けば、毎年夏山開きに顔を合わせる連中

で、実の所、全員の名前を完全に知 っている訳

ではない。それでも、一年 に一度、七夕の様に

夏の白山山開きにだけ顔を合わせる山仲間なの

だという。 ＼え、面白い付 き合いもあるものだ

。徐々に聞いた所、壁屋の 1氏 は じめ、それぞ

れに自由業のようであった。

さて夕食 .

「防災訓練でもらった10席炊 き込み飯。あれ
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なら軽いし、みんなの夕食分持つて行くわ」

の Yさ んが、車に忘れてきたという。私は今回

は道案内に徹し、リーダーをYさ んとしてきた

…構えば構うほど、

「また連れてつて J

になる。彼女の集めたグループに、それ以上の

責任をもてない、が私のシオリーだつた。もち

ろん予備食は持っており、仲間も

「昼ご飯余つてるし、明日の分もあるし」

と、笑い合つた。私も、仲良して何かとお世話

にもなる彼女を、なじろうとここに書いている

訳ではない。シオリーのつもりでいて、用心が

足りなかつた。予備があると言いながら、急に

おなかがすいてきてしまった。

救つてくれたのは、先の 1氏の七夕仲間のN

氏。超数寄者であって 山開きの日の宴会を楽

しみに、いつも凝つたメニューを担ぎ上げてい

るという。今年はおでんで、十分下煮済みの物

。それを発泡スチロール 2箱に詰込み、温めて

七夕仲間ほか皆の衆に供していた。

どっかりおでえ,鍋の前に座込み、感謝 して頂

戴した。せめてものお礼ばかりに、キャーキャ

ー賑やかに頂戴 し、この「楽しそうな光景」は

、居並ぶ北国新聞、北陸中日新聞記者の取材す

る所となり、両紙面ともを飾ることになってし

まった。

そのように、プレハプの一角を取材陣が占め

ていた。記事も映像も、ここから衛星を使つて

瞬時に送られてしまう。「今日の夕刊は ?」 「

去年の山開きは ?」 と言うと、ノートパソコン

の画面を次々に見せてくれた。天気が悪くて、

待機しつつも時間を持て余しているお兄ちゃん

達と、我々賑やかおばさんはキャーキヤー歓談

し合った。ちなみに

「こんなガスや雨の中、 レンズの保守はどう

しているのか ?J

と聞いた ら、

「乾いたタオルでこまめに拭 く。それ しかな

いんです。Jだ った。

修験者の 3名 も入 ってきた。比群神社の一派

かと思った ら、長年、福井三国のお寺の北陸修

験道白山会が、ここの開山を務めているとの こ

とだ った。先年よ り老山伏に代わ り、 「これが

来てるんだよJと 、開山式のこだわ り人 N氏が

言 う。ガキ扱いされている二世山伏氏は案の定

?法螺員を忘れてきていた。明日は御来光が見

えるはずがない。それで も朝 6時 には登頂 して

、読経と万歳 三唱をやって くるという。

先の鍋席に実は、後で着いた奥名会長 も同席

していた。彼が

「彼女とは、同期。大学のクラブも、学科 も

一緒」

と紹介 したら、みんな

「へ～、こんな所で会 うなんて奇遇だね J

と感心 していた。何のことはない。下では会わ

な くても 山では会 うことになっている、そん

なワングルOB会 の超腐れ縁だべ。なお、彼の

方は自然観察会の仲間と奥さんとで来 Cいた。

外はまだ横な ぐりのガス。それなのにやや改

善 したと見たか、40人ばか りの、静かな、東京

か らという中年グループが

「今から お池巡 りに出掛けまあす 1

の一声で、ぞろぞろ出て行 つた。呆れたが、 1

時間た らずで戻 ってきたようだつた。

翌朝 もガスだ つた。 6時少 し前、お約束通 リ

山伏装束に身を固めた 3人 が出掛けて行 つた。

万が一と、 日の出時刻に合わせて登頂を果た し

ていたという報道陣が また彼 らを追 って出掛

けて行 つた,そ の彼 らは、薄 日が差 し出 した 8

時過ぎには、この光景を撮影せねばと、また頂

二世山伏と言 って も、

これ くらいのお年。

頂上か ら戻つてきて、

さっそくお肉をジュー

ジュー.に こにこ眺め

ていた ら

「お肉に見えるで しょ。

で も、こんに ゃく、こ

んにゃく」と言 って、

食べていた。
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上を目指して行つたのだ。

「こんな仕事、若くなくちゃやれんね」

と、私達は感心して彼らの往復を眺めていた。

そして、彼らはまだ複数だからいいとして、単

独で取材に来ていた朝日新間のお兄チャンに同

情して、熱いスープを勧めたりしていた。

奥宮社務所に人が集まりだした。開山式の祝

詞のあがる間に、すうっと外は明る<な りだし

、お神酒をいただいて外へ出ると、頂上奥宮が

光って見えた。

寝不足で体調が悪いというBさ んを残 し、頂

上ワンデ リングヘ。雨のせいもあり、甚ノ助上

からはあまり花を見なかったが、そこら中、水

滴をキラキラ光らせている黒ユリであふれてい

た。あの豪雨で洗い清められたような頂上に着

くと、さらに夏山曇l来そのものの景色が広がっ

ていた。たっぶりの雪や水をたたえるお池を巡

り、大汝にも足を伸ばす。

Bさ んは、皆の濡れ物をすっかり干し上げて

待つていた。その頃には日帰りのくろゆリクラ

フー行が上がって来、ナカオの Kさ んも上がっ

てきた。知 り合いだらけになってしまった。

席を空けるように、プレハプを後にする。日

は高く、雪の表面が緩みだしていた。キックス

テップを教え、快適に鳶岩コースで下る。夏よ

りずっと早く、南竜山荘に着いた。ここに備え

付けの KUWV連 絡ノートに「21世紀一番乗り

!」 (ノ ートの上では)と記す。

終わりよければ全てよし。汗ばむほどの開気

の中、車に着いた。みなさんには

「やっばりベテランと行くと違う。すごく楽

しかった。」

と言つてもらえた。私も、ナカオでもなくワン

ゲルでもなかった自山が、楽しかった。白山を

好きな人がいつばいいるんだな…そんな当たリ

前なことに気付いたし、行つて損した山なんて

ないもんだと、ご縁を作つてくれた Yさ んにも

感謝 した。そして

「いやあ面白かつた J

と家に入ったら、旦那も息子もニヤニヤ。机の

上の北国、北陸中日新聞ともに、おてん宴会中

の私が載つていた。もうパレバレだったのだ。

さらに翌日の北陸中日新聞の一面に、今度は頂

上での写真が載つていた。

その後も、何人にも「写つてたねえ」と言わ

れた。舌打ちするように出掛けた自山だつたの

に…。21世紀初の山開き…ちょつと暗示を受け

たような気のしてしまった山開き…。

さて、おでんの恩人を調べて、104で確認 し

お礼を送つた。その返事。

署い日が続き、次は何処と毎日山のことばか

り考えています。新聞とお栗子と山の本有難う

ございました。毎年の恒例の事で、自分として

は「分けてあげた」という気はなく、食べて頂

いたというのが本音です。 (残つたらどうしよ

う。持つて帰るのはいやだ !)ですから、あま

り感謝されると、てれてしまいます。有難うご

ざいました。

自分は丸岡で丸岡山の会に所属し、地元の丈

競山 (た けくらべやま)の登山道整備とか小屋

の掃除とか飲み会に忙しく (仕事より)活動し

ています。石川県境の富士写の隣の山で一昨年

小屋が出来、掃除とメンテナンスをうちの会が

受け持つています。そんな訳で、夏場は、自山

か丈競山というのが最近です。明日は天気がよ

ければ自山かな ?海の日は西穂から槍なんて考

えています。とりあえずお礼まで。

i起Jミ彗i認J準

まだ雪に埋まる鳶岩

コース。暴風雨を登

つたはずなのに、日

焼けして帰る。
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03期登内

毎回メールと綺麗な写真とを有難 う御座います
。石楠花の宴に参加をと考えていましたが、今
回も都合がつきません。一度も山小屋に行つた
ことなく、そのうちに参加させて戴きたく思つ
ています。小屋までの所要時間 (歩 く距離と時
間・交通機関が使えない区間)は どのくらいで
しょうか ?

03期西尾
いつもいつも、何か と、情報提供やお知 らせを

頂きなが ら、当方か らは全 く “NO RESP
ONSIず で、本当に恐縮 しています。標記に
ついては、奥名 さんか らは何度 もお知 らせを頂
き、また、舟田さんからも連絡をもらつていま
すが、今回 も都合つかず出席できません。
昨 日と今 日の二 日間 (7.8日 )、 田村 さん、
登内さん と、長野で落ち合って久 し振 りの再会
を喜び、まだ残雪の残る、小谷温泉へ行つて来
ました。
小谷温泉の山間のすばらしい景色を眺めながら

、山の幸、地酒、そ して、温泉を充分に堪能 し

ました。
Fl村 さんは、 「しゃくなげの宴」に出席する為
に、今日金沢入 りしました。
登内さんは、都合悪 くて欠席のようです。

07期本1田
「やまざと」ありが とうございました3

お正月はアメ リカはOrcgon州 のPortlandで 過
ごしま した。友人宅で 1lF]間 無銭飲食を し
てお りま した。 これが敷地 600坪 の豪邸 (日

本では)で、私が使っていた部屋でも、バス、
トイ レ、洗面所付きで、 20畳はあ りま した。
持つべき t)の は友ですねЭポー トラン ドの空港
に 下り

'つ
て、最初に同に飛び込んできたのは

、青空に浮かぶ、真っ白に雪を抱いた素晴 らし
い山で した。Cascade山脈の中の一峰、Mt.Hood

で した。標高 3426米 、アメリカ第 1(第
一はカナダにあ り)の氷河を持つ高峰で した。
この他、十数年 ?前の噴火で頂上が吹つ飛んだ
St llcrens、 そ して、Jcffcrson、 Three Sister
sと 二千米以上の山が幾つかあ り、それぞれが

単峰 として省えている姿は、山好き人間の心を
揺 さぶるには十三分のものがあ りました。早速
、Mt HoOd の地図を購入 しました。山裾には
三カ所のスキー場があ り、 リフ トの最高地点は
2400米 、その_Lは道は書かれていません。
頂上付近は、 日本の山にたとえれば、剣のよう
な険 しさに見えま した。例年です と、この季節
、Oregonは 雨 (雪)が多 く、スキー客以外はこ
の山に近づ く人はいないとのことで したが、晴
れ女の私が、 日本から好天を持つて行つたよう
で、滞在中はずつと好天に恵まれ、そのお陰で

、Mt.Hoodへ も行 くことが出来ま した。 180
0米辺 りのTimberline Lodgeま で、四駆で楽
々 と登 ることが出来ました。 このロッジはあの

世界大恐慌の時、公共事業の一つ として建設
されたことで有名なもので した。 ここか らはMt

.HoOdの頂上のみならず、はるか彼方の山並の

向こうに浮かぶ、これまた素晴 らしい姿の」eff

crsonは正に絶景で した。いつか、この山々に

登ることが出来れば と、叉一つ夢を増や して、
短いアメ リカ旅行を終えました。

09期保田

加藤 さん

貴労作が名古屋の留守宅に届いたと連絡あり

ま した。非常に楽 しみに していますが、帰名の

予定は 9月 の敬老の 日で残念です。 ところで先
週の土曜 日に帰名 した際に、同期の自井、吉田

(洋)各兄と食事をしま した。吉田 (洋 )兄は

名古屋新空港建設の関係で逆に名古屋に単身赴

任 しています。 白井兄も役員の風格がます ます

出てきたようです。皆さんの事も話題 とな り、
その晩はくしゃみがでませんで したか ?

09期吉田
やまざと14号ありがとうございました。
犀滝への道作 りを 平村さんとしたのを 思い

出しました。又、山小屋作りの際 50kgの
セメン ト袋を 倉谷部落から小屋位置まで 背
負って 行つたのも 思い出します。一杯 思
いでの つまっているBcrgheimで す。昨年 12月

は 東京で 鍋島さん伊藤さん保田さんのお蔭
で忘年会が 開催され 楽しいひとときを 過
ごすことができました。私の椎間板ヘルニアも
手術せずに無事解消しつつありなんとか 山

登 りの継続が 可能なようで これから頑張り
ます。
E mailア ドレスが 一字抜けていましたので
修正お願いします。本年もよろしく 御願いし
ます。 9期  吉円幸造

10期木津
この、土 日に立山室堂から、奥大 H岳～大 日小
屋 (1泊 )～大 日岳～大 日平～称名登山口とい

う 1泊 コースで初めての大 日岳を満喫 してきま
した。
初 日は、稜線に取 り付いたのが午後で したので

ガスの切れ間が無 く、奥大 目岳からの剣岳は望
めませんで したЭ
大 日岳小屋は満杯で、食堂に寝かされま した。
午前i4時に リーダーから 「木津 さん星空だよ」
と起 こされ、強風の中カメラにか じりつきなが

ら、朝食に呼ばれるまで、貪1岳 をひたす ら撮影
しましたЭその刻々と変化する山の姿に感動 し

なが ら、 「これでやつとお釣 りが来たね」 「三

脚をボ ッカ した甲斐があつたね」等 とリーダー

や同好の皆 さんと会話を交わ しなが ら、早朝の
一時をす ごしました。
二 日日は、大 日岳に寄つて、称名側に下つたの

ですが、土曜 日勤めの関係で、参加できなかっ

た、私のカ ミさんとその山友の、田村厚子 さん

が、案の定、 11時 頃大 日平 より登って くるの

とバ ッタリ出合いました。今 日は暑い し、もう
ここか ら一緒に引き返 したらと水を向けま した
が、せっか くだからと、彼女たちは大 目岳めざ
し登つていきました。

私等は、 リーダとサブ リーダーを除き、私 も含
め 4名 は中高年初心者の部類に入るパーティー

なので、称名から大 日岳を往復するとい う計画
には唖然 とするわけです。だって、私を含め皆
さん、足を引きず りながらまだかまだか と、称

名 目指 し、下つていたわけですから。午後 5時
頃、厚生年金休暇センターで一風呂浴び、帰途
につこうとしたときに奥様二人の大 日岳に登つ

てきたよ、今から、温泉めざして立山町界限を
走っているよ。 と連絡は行つたときには、さす
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が一同、ヘーつてなもんでした。

*

撮影 フィルムはポジ 8本、まだ現像中なので、
とりあえずデジカメでゲッ トした、朝焼けの資1

をどうぞ。

大 日小屋からの剣岳の先鋭なピークは初めてみ
る剣岳の別の姿で した。早朝の資1は 、あいにく
と全 くの逆光になるので、モルゲンローテンは

見 られませんで したが、朝焼けを支えるシルエ

ッ トとしてゲッ トできました。
また、 4時頃には、明るく輝 く2個 の星が頂上
の Lに 光つてお りま した。一つは、昴 らしいの

ですが、私は普段でも点が 3つ ほどに見えるひ
どい乱視なので、その特徴が今ひ とつ、判別出
来ませんで した。ポジが上がって くるのを楽 し
みに待つ として、デジカメ画像 (未送信)を
どうぞ。

11期青柳
7月 に尾瀬至仏山に登 り、夏は 「花の山」に限
るとナ ッ トクし、岳人の別冊 2001夏 山 「百
花練乱フラワー トレッキング」を買い込んで

選んだ山が 「白馬岳」。 (こ の別冊には19期 の

栂 さんが 「加賀 白山」を書いてお り、これは去

年登ったんだ)

コースは、 8月 7日 から、猿倉の駐車場を起点
に猿倉一大雪渓―白馬山荘 (泊 )一 白馬岳―杓
子岳―鑓ケ岳―鑓温泉小屋 (泊 )一猿倉 と白馬
三山を一巡 りです。 (雑誌は、栂池か ら入 り、
清水岳 トレックだが雪 と温泉優先が私流 )

さて、前週までの猛暑の続きで、好天 。猛暑を
予定 していたが、7日 、早朝基地である麻績の

別宅を出るときか ら雨が降 り出 した。結局7日

の雪渓登 りは、雨の中。8日 は、朝は晴れ るも

、10時頃 よリガスが湧き出す。最後の9日 も、
雨になって、天気は 2敗 1分け。 白馬大雪渓は

雨の中を登った。 ワングル 1年の夏合宿、針 ノ

木の雪渓を雨の中登つたことを思い出す。また

、 3年の夏合宿では、槍沢の雪渓を、台風の来

襲で雨の中非難 した。 どうも、雪渓歩きは、つ

いていない。
でも、 2時間半ほど視界が利かない中を、ヒイ
ヒイ歩いた ら雪渓の上に出た。雪は得意だか ら

、アイゼン無 しで問題なく歩けたが、雨と汗で
メガネが曇るのには参つた。雨が小止みにな り

視界が広がると、そこにはお花畑が広がってい

た。
葱平か ら氷河公園 とお花畑が続 く。上部の小雪

渓は消えていたが、その分お花畑が広がってい

た。オタカラコウとクルマユ リの群落。ハクサ
ンフウロが色を添える。葱平の名の元になった
シロウマアサツキの赤い丸花が愛 らしい。 ミヤ
マ トリカブ トの群落が現れ、お花畑が紫色に変
わる。その先は、シナノキンバイの群落で黄色
に輝 く。標高を上げるに従い、花々が変わるの

が楽 しい。
今回白馬のっ二つの頂では、すべて視界に恵ま

れなかつたが、お花畑の多彩 さは、タップ リ楽
しんだ。

二 日日、森川 さん推薦の旭岳のお花畑は、ハク

サンフウロが満開だつた。鐘温泉に下る大出原
のお花畑は、チングラマ (の実の穂)が一杯。
その下部は、ミヤマキンポウゲの黄色い原。さ
らに下るとハクサンコザクラが咲き誇つていた

三日日は、雨の中を下つたが、まず斜面を埋め
尽くすクルマユ リに圧倒 され、次にシモツケソ

ウの赤い花、そしてヤマル リトラノオの薄紫、
さらに自い花の トラキボオシやシロバナヤマホ
タルブクロと次々にお花畑の色が変わる。尾瀬
で月1染みのキンコウカと水芭蕉まで現れ、最後
はやヤマアジサイの青い花に魅せられた。
白馬の稜線の花は、有名なウップルソウは青い

花が終わつていたのが残念。チシマギキョウと
ミヤマリン ドウ、 トウヤクリン ドウが可憐さを
競い、特異な濃青のミヤマアケボノソウが岩間
に咲いていた。そして、圧巻は山の花の女王コ
マクサの大群落。杓子岳と大出原上部にガレ場
の上から下までコマクサが斜面を覆い尽くすさ
まには感激。これだけのコマクサを見たのは、
そう1年の夏合宿の蓮華岳以来だつた。
花の名は、山小屋で買つた花の本と、飽きずに
撮つた写真を見て書いたもの。自馬はまさに花
の山。花の写真を撮っていると時間を忘れるか
ら大変。二日日、 3時ごろには小屋に着く予定
が、 5時を超え、夕食が始まつていた。

白馬山荘は 1500人 収容可能な日本一大きな
山小屋だ。雨降りの火曜日だつたが、さすがに
人が多かつた。カイコ部屋のたたみ一畳に寝さ
せられ、食事は 3交替だつた。 1泊 2食付き8
600円 なり。ここの売りは、雲上レス トラン

、スカイプラザ白馬。生ビール 860円 なり。
鑓温泉小屋は、鐘ケ岳の中腹 2000mの 岸壁
に張り付いて建つ。収容人員 150人で、自馬
山荘と同じ経営で、やはり1泊 2食付き860
0円。 45℃の硫黄炭酸水素塩泉で、標高は森
川さん指摘のとお り日本 2位だが、天然湧出量
は標高 日本一だと言 う。源泉は、小屋の上の岸
壁の割れ日で、透明な適温のお湯がコンコンと

流れ出るさまはスゴイ。 2000mの この場所
のどこにお湯を作 り出すマグマがあるのか不思
議だ。ヨシズに囲まれた露天風呂は混浴、ただ
し20時～ 21時が女性専用時間。別にベニヤ

囲いの女性専用風呂があり、通常は混浴にはな
らない。この露天風呂から眺める御来光 (戸隠
連山から上がる)が有名だが、当日4時半に起
きると無常にも雨が降つていた。それでも、小
雨をついて風呂に入つた。雨の中でも入る風流
人は他にいず、一人でユッタリと霧で真つ自な
スクリーンに御来光を想像 していい気分になつ
たものだ。

前日は、自馬岳山頂での御来光を見る予定だっ

た。朝 4時過ぎに起きると、前日夜中まで降っ
ていた雨は止んでおり、満月に近い月が出てい

る。勇んで仕度をして、御来光を見に登つた。
妙高の頂きがわずかに顔を出す雲海が見事。 4
時 57分、空が紅く染まって、日の出の瞬間を
迎えるまさにその時t富山側からガスが吹きあ
がり、無常にも太陽を覆い隠す。雲海を昇る瞬
間を捕らえるべくカメラを構えていたが、ガス
の中に輝く紅い丸い玉にシャッターを切ること
になってしまつた。
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なかなか思い どうりに行かないもの。ガスの中
を山頂まで登った。山頂には、新田次郎の 「強

力伝」で有名な 50貫の方位盤がある。その表

面には佐渡ヶ島か ら能登半島、自山、槍ケ岳 さ

らに富士山まで見えることが書かれているが、
それ らはガスの中でまった く見えなかった。巨

大な方位盤のシルエ ッ トを写真に撮って山頂を

後に したので した。

始めての山で、期待 したことの 100%を 満た

してくれ ることはまずない。今回は、期待充足

度 45%く らいか ? また来いよ !と  山が言

う。
ただ、ガッカ リさせた後に、別の楽 しさを与え
て くれ るのが山。 白馬山頂では、ガスのおかげ
で、ブロッケン現象を味わ う。また、大出原で

は、雷鳥の親子が姿を見せてくれた。カメラの

前では絵になるポーズを作って くれなかったが

白馬岳は、あまりに有名なため避けていた山だ
が、ヤ ッパ リ魅カー杯。平 日で天気 も悪かつた
こと{)あ るのか、登山道も渋滞になるほどの混

雑はなかった。山の魅力を手ごろにタップ リ楽
しめる山として、やは りお薦めだ。雨の山でも

、最新装備で武装 したオバチャンたちは元気だ

。でも白馬ではファミリー登山者 と若い女性登

山者 も結構いたのが嬉 しい。

私 も去年の白山以降、最新装備を整えてきた。
ゴアテ ックスの レインスーツとダクロンの速乾
パンツ 。シャツ。 Iン EKlの ステ ッキ (フ ォっ

トシステム)。 さすが、良いものはヤ ッパ リ良
い。雨の中の山歩きに効果を発揮 して くえた。
もっとも、レインスーツは上着はほとん ど着ず

、ワングル流の折 りたたみ傘で済ま し、ステ ッ
キは、カメラの 一脚 として使 う方が多かったが

。装備は元気なオバチャンたちにほぼ追いつい

た。あとは、継続的なトレーニンク
゛
と時間確保で、

投資資金を回収 しなくつちゃ。
さあて、次の秋山は、どこに行 こうか ??

11期井 L家
名カメラマンにして名プロデューサーの加藤さ
んいの うえズです。
いやあ、大作ですね。これで、 ドキュメンタリ
ー大賞は、もうもらつたも同然ですね

昨日届いてまず、和子&聖子で試写会をおこな
い、その後、フミゾウ父も合流 し、そして今日
、計 3回のビデオ上映会となりました。何回見
ても笑えるのは、やはり「他人とは思えない二

人」です。

あの楽しかった 2日 間は一生忘れられません。
そして、このビデオも永久保存決定です。それ
にしても、なぜ 30年前の映像にはわが父&母
の姿が欠片もないのでしょうか?

Po S.先 日の自山登山は、天候も悪く日帰
りとなりました。おまけに、負荷を増 した身体
がたたり頂上は断念。さらに、デジカメの映像
はお しゃかになリリベンジを誓いました。 10
月には妙高に行きます。そして、体力づくりの

ために、ジムに通 う予定です (9月 から)

11期片田

森川様
写真有 り難 う御座います。みんなの笑顔が

すばらしいです。あらためて先 日の御礼を申し
‖ずます。

先 日のmeilで平 日の空いてる状況を知 り昨

日12日 工場が休みだつたので福島県の羽鳥へ行
つてきました。家から車で2時間半で4時間券を

買い思い切 り滑つてきました。バイク用フルフ

ェイスのヘルメッ トをかぶ り (ま だバイク乗つ

ています)上級 コースを直滑降ですべってきま

した。高速 リフ ト7分滑降3分で 10分 ピッチで10

回クラウチィングでの 90km/h前 後でのコ

ーナ リングを満喫 しました。スピー ドに慣れる

と )ヽつ と急斜面がほしくな りまた学生時代に使
つていた長 く硬いスキーをもつてくれば良かっ

た と悔やんでいるので した。ただ し疲れて 3時
間で終わ りにして帰ってきました。

11期加藤
立秋を迎え、暦の Lではもう秋ですЭ
あ―あ―夏休み とい う期間もt)う 2週 間 となっ

て しまいました。
夏休みから本格的に始めたVTR野沢スキーがよ

うや く7割方完成までこぎつけました。何せ、

映像が無いのが致命傷です。苦労の跡がわかる

作品 となる事で しょう。 2分間の編集 に何 日も
かかつた りVTR編集 とい うのは、ただのダビン

グ作業 と違いホン トに時間がかか ります。少々

お待ち下さい。

/1田 事務局長様
BIIの 方はさらにもうちょつと待つてください。
遅いので何 もしていないのではないか と疑つて

お られることと存 じますがこれで 1)能力的には

精一杯なのです。

11期小山

暑中お見舞い申し上げます

新 しいスキー板を買い

ジョギングに精を出 しています

11期芝田

写真つきのメイル、ありがとうございました。
ベルクハイム、お楽しみのようで。わたしは、
連体の後も新緑の信州をサイクリングしたりし
ております。

ちなみにわたしの妹もサイクリングに凝つてお
り、 2年つづけてカシュガルからビキュケクま
で国境を越えて走つたりしてお ります。彼女、
連体は糸魚川から諏訪まで走つたようです。
以下は、私が妹にあてたメイルです。
私も後半は 2泊 3日 のサイクリングに出かけま
した。この季節の安曇野はいろんな色が鮮やか
ですね。

1日 目

池田町美術館まで車で運んで、ここからスター

ト。ゆつくりと、大町か ら先はひたす らこいで

、木崎湖、青木湖は西岸を走 り、佐野坂峠を一

気に自馬まで下 りました。夜は、みそ ら野のペ

ンシ ョンで泊。野々市小学校の後輩になる青年
と出あいました。
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2日 ll

国道の峠を越えて鬼無里村、さらに登つて戸隠
へ。 ここの民宿に泊。

31ヨ ロ

同 じ道を鬼無里まで下 り、小川村、美麻村 と山

あいを縦断。新行か ら木崎湖に下り、国道へ。

そのまま必、死に漕いで、穂高まで下り、そこで

富士見行きの電車に乗 りま した。 自転車は翌 日

車で回収。 白馬村 と長野市の間の山あいの集落

、何度 も行きましたが今の季節、特にいいです

ォa。

11期長岡

前回書き込みにある,NHK―総合TV,11月 22日

(本 )での,「人間 ドキュメン ト」にて,タ イ ト
ル 「仙人池のかあちゃん」,再放送が 12月 5日

夜24:15～ にあ ります。仙人池小屋は,昔 (25

～30年 ほど前)よ く出かけていた所であ り,そ
れ以来のお付き合いです。

t)し ,ご興味のある方があ りましたら, どう

ぞ覧 ドさい。――ただ し番組では,も う少 し,

秋の見事な眺めが紹介 されるか と思つたものの

,人物中心で した。
ところで :

先の連体,お 出かけの方も多かった と思いま

すが,当 初の天気予報とは違つて, 3日 間とも

実に穏やかな秋の快晴 と大展望。以下,遅れば

せながら,各地の 事情紹介をかねて。今年は ,

松本近郊を除いてもう無理ですが,雪解けの頃

にお出かけになると,何れ も,音 ,WVで歩いた

山並みを,懐か し偲ぶ ことができるで しょう。

そんな大展望の地のご紹介です。

23日 ,上信越 自動車道から,佐久 。三才山 ト

ンネル・松本・安房峠経由富山県 (実家)へ。

予定通 りの快晴に気をよくししつつ も,夜明

けに望む浅間山はまだ雪もなく,完全に裸のイ

メージ。佐久の盆地では,朝方の低い霧。やは

り晩秋の朝。 三才山 トンネル東側 L部では ,

カラマツ林に名残の黄葉の色が見える 1)の の
,

日陰のこと故,朝の路面は圧 されて凍つた霜が

一杯で多少怖い状況。 これを抜けると,松本側

は 一気に日だまりといつた風で,下るにつれて

雪の北アルプスの眺め t)。

時間にゆとりがあることから,毎回,市内を

通過するごとに気になっていた 「アルプス公園

」へ。地形的には,松本盆地を隔てての北アル

プス南部の展望が広がる筈,かつ,道路地図に
「展望」のマークがあるので行つたものの,あ
ちこち見ても樹木にさえぎられて展望には今―

つ。終点にある博物館屋上に見える展望台へ と

,人館料 100円 で。ほどほどの眺めながらも,

展望を金で買 うようで今 一つ。館内の展示 も,

一日寺代前のような。
公園内で,ゲー トボールのようなのをやつて

い らつ しやつた方のお話では,北にわずかに見

えている 「青年の家」辺 りが良いと。行つてみ

たそこは,いまどきもう流行 らないのか,閉鎖

中。途中に一箇所,古い展望台があつたが,樹
木で今 一つ。近 くの畑での方に聞けば,西の方

に大きな展望台 とのこと。 5万メ|に 「芥子望主

山」 とある所で,誰 t)利用 しそ うもない山中に

立派に整備 された園地。 「農産物直売所」の案

内板があつたので行つてみた ところ,そ こに巨

大な展望台――名称 とはどう見ても一致 しない

が,予算 (補助金 ?)のための方便か。施設は

,本貼 りのなかなかのもので,上か らは,松本

市街が一望,た だ し,山 のほ うは今一つ。足下
の最高地点には,江戸期の山岳信仰の石碑を集
めた塚 と,そ の中央に二等三角点がひつそ り。

さらに北へ車道沿いに。好展望が約束 されて

いる地形なが ら,樹木に隔て られて今一つ。一

員谷へ降 りて,見えていた レーダー ドーム (?
)高塔 (5万図の846m地点)へ と細い道を辿つ

て,こ こに至1つ てようや くに北アルプスの大展

望。 さらに北へ,余 りお薦めできない細い非舗

装道を辿つて,広い道に合流 した所で,一旦南
へ行つて,光城山。かな りの規模の 占いは1城で

,樹幹越 しなが ら,展望もなかなか。後は,北
へ進んで,長峰山 (長野 自動車道の明科 トンネ
ル直 上)。

ここにも前述同様の展望台。 しか しそれに登

らず とも,広い山頂ではどこでも北アルプスの

大展望。のんび りお弁当の人々や,ハ ングライ

ダーの人。 ここに至1つ てようや くにたどり着い

た,自馬岳以下の延々と連なる北アルプスの眺

めЭ地元の人には周知の場所で しょうが,近 く

を通過時に晴れていれば,今後は是非立ち寄つ

てみたい所 とな りました。

下つて次は,木崎湖西の小熊山か ら鹿島槍ス

キー場への,尾根沿いの林道へ。途中にハング

ライダーの場所があつた りで,往復の車 t)ち ら

ほら。 しか し,標高1200～ 1300mの 尾根を連ね

る道のために,狭い範囲ながら路面結氷 t)各所

で。展望は完壁に申し分なく,カ ーブを廻るご

とに,爺 ヶ岳,鹿島槍 ヶ岳,五龍岳。それぞれ

に谷を隔てて,山麓から,雪をまとつた頂稜ま

での,余す ところのない眺め。スキー場に着い

て,ついでに西の大谷原へ。 ここは,鹿島槍な

どへの登山口につき,車 10数台。 この河原か ら

も, 日前に仰 ぐ雪の鋭鋒が見事。

24日 午前 :秋の抜けるような空のもと,実家
か ら近いことを良いことに,富山県人尾町奥の

白木峰へ。昨年の同時期にも訪れてご紹介を書

き込みま したが,昨秋 とは打つて変わつての好

天。風 もな く,1600m近 くの山頂でも寒 くはな

し。普通の年は来 られないここt),今 年のillい

雪 と好天のゆえに,ほ どほどの賑わい。 と言つ

て t),登 山口 (標 高1320m)での車は数台ほど

昨年の今頃 もここで紹介 しましたが,隔てる

もの とてもないこの頂きからは,定高性を持つ

て広がる飛騨の山々の彼方に,かな り下まで降

りてきた雪の一線をLm4~し た北アルプスの山々。

北端の特徴のない山から始まって,丸つこい朝

日岳,毛勝三山,奥の自馬岳など,剣岳,立 山

,薬師岳,そ の間に針 ノ木岳など,さ らに,水
品岳か ら北ア中央部の山々,特徴のある槍・穂

高と,意外なところに笠ヶ岳。 さらに,乗鞍岳

,御嶽山。その間には中央アルプス。 どつしり

とした御嶽山か ら右 (南)は,低 くなつて,ポ
チ ッと小 さく小秀山なども。高山市と庄川 11流

域の山々が連なつて,南西から北西方へは白山
の高まりとその北の山々。能登半島の基部 と富

山湾などの眺め t)。
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この山での晩春にはスズタケ (ネマガリダケ
竹の子)採 り,初夏には山上の池塘でモ リアオ
ガエルの産卵,ややあつて一面のニッコウキス

ゲ。今はまだらに雪の残る笹原と,それ以下の

山腹は全山落葉を終えたブナの純林。数年前に
完全撤去された巨大なNTT中継所跡は,そのヘ

リポー トさえも次第に風化の中に。この道は,

今週にはもう雪で上部は不可でしょうが,普通
の年は 6月 下旬には可。辺部な所ながら,眺望
にはお薦めの地です。

25日 帰路 ,

予報とは打つて変わつて,く ずれそうにもな
い青空。松本で,ついでにと,美ヶ原 (王 ヶ頭
)へ。何よりも,松本・浅間温泉からの林道が
無料になつていたのが嬉 しく,上 りつつ曲がる
ごとに,落葉を終えた樹間に見え隠れする北ア
ルプスの諸峰を確認 しつつ,終点の大駐車場に
。標高2000mでのカラマツ林は,も う名残の色
もなく,寒々としたこずえのみ。絹層雲のもと
でかげりの見え始めた空。やや霞んではきたも
のの,さすがに展望の名所。北東方には,浅間
山,四阿山など。北西方には,北方は霞んでし
まったものの,松本盆地を隔てての北アルプス
全山。この辺 リー帯の道は,12月 1日 から4月
19日 まで冬期閉鎖の表示。アンテナ林立でバカ
にして,随分行つていなかつたものが,行つて
みればやはり展望の名山。改めて見直して,夏
の高山植物の頃が楽しみです。

ともあれ,ち ょつと得られないような,連 日
の展望でした。北陸ではいよいよ雪,ほかも寒
気到来の季節。では皆様,ど うぞご自愛くださ
い。

11期森り:|

小春日和 ?の 23日 二重の美杉ビレッジの温泉
へ行つてきました。小春 日和が昨日も続いたの
で鈴鹿の藤原岳麓の聖宝寺へもみじを見に行き
民家の家先でやっていた店 ?で麦とろを食べて
きました。鈴鹿でとれた自然薯も売つていたの
ですが、2000～ 3500円 と高く擦るのが
面倒 とのクレームがあり、泣き泣き帰つてきま
した。

2001年 、、、鉄腕ア トムが活躍 した20世
紀に別れを告げ希望に満ちた 21世紀になるは
ずでした。それなのに、銀行の不始末による不
況の上に、アフガン、自衛隊法の改悪、財政改
革が急務なのに外国には気前良く援助の約束を
して、改革 。改革とお経を唱えなにもしないK
総理・・ ,0。 ・。そして、加賀の元おひい様
のお言葉。

イイカゲンクラプの会長としては、耳は痛いで
すが、おひい様が言われることは同期の仲間と
しては寂 しい限りです。加賀の元おひい様は野
山の華のように永遠であつて欲 しい。

少 し早いですが、 2002年 こそは夢のある年
になって欲 しいですね。それに備なえて、 12
月は少 し大人しくしてごます りに徹しようと思
います。
今年は天候に恵まれ、予定した所ははば、全部

行けました。雨に降られたのは、スーパ林道 。

新岩間温泉の 10/28(日 )の午後のみ。
雨で中止 したのは 11/3(土 )の桑名の六華
園庭園のみ。今年行つた中でお勧めの宿を会長
だけに知らせます。 「仙水小屋」北沢峠下車徒
歩 40分、要予約、6500円 (一泊 2食)今
までに泊まった中で最高の食事でした。是非来
年奥様 と二人でどうぞ。甲斐駒も近い ?ですよ
。行く時はくれぐれも予約を忘れずに。
TEL ; 055-276-6293

野沢、アオヤギさんが張り切つているが、
祭 りの日と会わない方がいいのでは ?要確認方

13期 、秋の同期会 (11月 3

をさせて頂きます。

13期柴田
・ 4日 )の報告

ワングルのOBでありながら、山河とは無縁の
生活を送つている大半の 13期 、今年 (第 9回
目)の旅行のテーマを『山』と『川』に設定し
てみました。まず『山』として選んだ京都『嵐
山』はブッシュの代わりに人をかき分けるのが
たいへんでした。『川』としての『保津川』は
遡行したかつたのですが、濡れるのがイヤと言
う人もいた為、船に乗つての優雅な川下りと相
成りました。油断したため、波をかぶつてジー
パンを濡らし、結果的に冷たい思いをした人も
おりました。この 2日 間、歩きどおしで足腰に
痛みを訴える者続出となりました。

渡月橋のたもとで頂いた秋田のそば、天龍寺の
湯豆腐、共に美味でしたし、宿での京風創作料
理、ワングルの食事と比べれば、上品な事この
上なしでした。年に一度の同期会は私たちにと
つて、かけがえのない『財産』となっています
。今年は11名 (伴侶 1名 オープン参加)が結
集。来年の幹事 。日程も無事に決まり、またの
再会を期してして解散となりました。まずは報
告まで。

15期上馬
9月 の声を聞く頃から急に涼 しくなつてきま

した。山では朝晩寒いくらいでした。
先週は、楽々新道を上 り、小桜平避難小屋泊

、大汝峰から中宮道を下リゴマ平避難小屋泊、
念仏尾根から二方岩岳へと2泊 3日 で歩いてき
ました。まだまだ紅葉は早いですが、ナナカマ

ドの実が赤く熟し、イワイチョウやハクサンフ

ウロなどの草紅葉が始まつていました。それに
いろいろな木の実がたくさん実つていました。
ベニバナイチゴ、クロマメノキ、クロウスゴ、
ガンコウラン、サンカヨウなどなど。

学生時代、PWで一緒に行つたメンバーの人
たちには、思い出された方もいるかもしれませ
んね。どれも食べられる木の実です。 4年生の
時、別山山頂でガンコウランの実を集め、持つ

て帰 り果実酒にしたことがありました。今では
そんなことはできませんが (自 然公園法に触れ
ます)、 ひとつぶ、懐かしい味を味わうくらい
は、山の生きものに許しを請 うてもよいのでは
と、楽しんできました。

ゴマ平の小屋は 2年前に新 しくなってから初
めてでした。 1日 ゴマ平避難小屋の少 し上、三方
岩岳方面へと分かれる分岐に、 2階建ての木の

香も新 しい小屋です。詰めれば20～ 30人 は泊ま
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れ ます。水場 1)近 くに十分な流れがあ ります。
ちょつと残念だつたのは トイ レの臭いのきつい

こと (こ の秋には改善される予定)で した。登

山道の状況は概ね良好で、草刈 りもされていま
した。
今回 も動物の糞拾いで したc3日 間で合計 18

0個 ほどありま した。テンやキツネの糞にも木
の実が多 くな り、秋を感 じました。

15期宇野

秋の小屋酒場、参加出来ずに残念です。
10月 6日 の締め切 りまで参加 しようか迷いな

が ら気力のなさと浮き世の しがらみで、当日は

休 日出勤で過 ごして しまいま した。
何か、大事なものを置き去 りにしながら日々

をついや している後ろめたさをいまだに感 じて
いる自分に青臭さを感 じなが ら 、50歳 を目の

前にする我に愕然 とする今 日この頃です。
倉谷の流れに身を浸す我を夢想 しつつ、現 (

うつつ)に流す 日々に、 「おろろ」の幻の雄叫
びが迫ってきます。気力が萎える前に、倉谷の

息吹をもう一度 この身に吹き込んではしい。だヽ
屋酒場には行けなくても、いつかは行きたいと
思っているファンが大勢いることを忘れないで

ください。

15期舟田
さて、先月、呉服屋 (!)の催 しで、運勢をみ
てもらえるのがありました。保護者懇談会では
、どうシビアな現実をぼやかした上にア ドバイ
スすればよいか悩んでしまう私。どんな話術を
するものかに興味があって、みてもらいました
。彼女の占いの基本は、西洋占星術と姓名学な
んだそうです。牡羊座の星と「節子」の名前は
ジャス トマッチで、強いリーダーシップをもつ
ことになるのだそ うです。 (ンダ、ンダ !)今
年が変わり目の年にあたり、家族や何やで控え
ざるをえなかった所 (何かの星が、かぶさって
いたそうな)、 来年からはそれがなくなり、一

挙に能力を開花 していけるそ うな。 (こ れ以上
翔んでどうするんじゃ…旦那の陰の声)初期の
目的を忘れ、上機嫌になってしまった私。催事
でなかったら、思わず包んでしまつたかも。
ともあれ超元気です。今晩は、村田お姉様の橋
渡 しで、木下元々室堂主任と力丸様計 4名 で会
食することになつています。次回会報特集 「山
の語 り部」の取材のためです。
3日 前には、まず練習も兼ねて、林ナカオ代表
に取材させてもらいました。あとで、送信 しま
すが、それで特集の意図する所は十分に理解 し
てもらえると思います。全員 (6名 を予定)の
取材が終わつたところで、微調整をや りますが

、この草稿で、HPに掲載していただいても構
いません。 (あれこれと、総会にむけての準備
はしていかにゃあ)

なお、高二郎の新道の上部 (ク ラコシ尾根)、

作業が危険であり、やつてもまたコシアゲ谷に
崩落 してしまいます。二又側 (登 りであれば、
右)斜面に トラバース道をつけ直ししよう。そ
うすれば、女子が多数になってしまうかもしれ
ない現役でも維持できるレベルになるであろう
。 と、来年、ナカオ他の方の手も借 りて、付け
直しをやつてみるつもりです。標柱も立てた、
ダムサイ トの道もきれいになつた、小屋だつて
楽 しく使える…今や らないと、高二郎は復活で

きません。現役に 200万 円は持ち過ぎ。それ
を原資 (や つたぜ飲み会程度)に 、人を雇い、
安全な登山道にして しまい、今後の現役 も長 く

部のバイ トとして関わつていけるように、投資
したい と思います。犀川源流域は、ナカオが世
間に認められた大切な山域であり、どうしたら
いいのだろ う?に応えてくれるボスを得たのは

、それ も 「節 子の星」なんで しょうね。付け替
え作業については何度 もではなく、一度の山行
で。その替わ り、現役はもちろん、草刈 り十字
軍のように多数に参加 してもらい、一緒に道を

開いた感動を味わってもらう。そのことで現役
の 「高二郎観」を一挙に変えて しまお うと思つ

ています。
まさに、 「開花の年」 (も うちょつと、宝銭が

当たるとかさあ―でも歓迎なんだけど)こ んな
ことにワクワクして しま う私つて…。林 さんの
キャリアと人脈を頼ることになるので、彼の決
定にあわせての現役は主催側であつても、それ
に協力の決定順 とな ります。来月のナカオ納山
会には、来年度にやる仕事として林 さんが発表
するで しょうから、O13会役員の新年会、また

会報に )ヽ間 に合 うと思います。任期末にいい仕
事ができるんではないで しょうか ?

15期松林
さて、 1年半前か らウオーキングにはまってい

る流れで、 17日 の土曜 日、封切初 日に映画 「

伊能忠敬―子午線の夢」を見に行つてきました

。その熱気がさめぬまま、次は本屋へ立ち寄 り

、新潮文庫の 「伊能忠敬を歩いた」 (佐藤嘉尚

著)を買つてきて読み始めたのです。すると、
その 65ページに 「国土地理院の長岡正芳 さん

」 とい う方が登場するのを見つけま した。はて
? 「長岡正利 さん」ならよく存 じ上げている
のですが、国土地理院には同 じような名前の方
が別にいらつ しゃつたので しょうか ?
あの 「伊能 ウオーク」は、残念ながら朝 日新聞
社の主催だつたこともあつて、イベン トが行わ

れた当時はまつた く関心がなかったのですが、
今になって、映画を見たこともあり、がぜん興
味がわいてきま した。長岡さんが当時、このイ
ベ ン トに深 く関わってい らつ しゃつたことも、
佐藤 さんの本で改めて知 りま した。
それに しても、伊能忠敬 とい う人は、ウオーキ
ングの神様だつたのですね。

<長岡さんより返事 >
それは,小生の名の書き間違いです。 (~;)

なお,現在は,国土環境株式会社にお ります

。 (昨 6月 より)

ところで,今朝は,朝の 2時半から, しし座

流星群を見に。例年になく見事で,時には, 2
～ 3個が同時に出現。

よって今 日は, 日中もふ と眠 くなるような一

日で した。
いま思い起 こす と,流星跡を残 したようなも

のの場合,聞いているラジオに雑音が出ている
ような,ふ とそんな気になる。静けさの夜空の

中での大競演で した。

18期大西

残暑お見舞い中し上げます。
ご無沙汰 してお ります。 (昨夏の花 。星 。人の

感想文以来、当節は大変お世話にな りま した。
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)当 方、山は登 りた し、 しか し、気力、体力、

時間が行 く手を阻んでいる状態が続いてます (

言い分けか)昨 日、お盆休みを利用 して帰省 (

石川)か ら戻つてきた ところです。石川県も暑
かつたけれ ど、ここ大阪は 37℃ と狂わんばか

りの暑 さです。東京 t)暑かった し、この夏、自

分の動 くところに灼熱の太陽がついて回つてい

るのではないか と思 うほどです。

今、エアコンをびんびんかけて甲子園を見てい

ますが、球児たちが熱中症にならないかと心配
しています。で 1)、 若 さつてす ごいですね。ア

ウ トとわかつてても懸命にヘ ッ ドスラデ ィング

す るし、ベ ンチに戻つてくるのも走って くるし

、これが高校野球のさわやかさか。ティーショ

ッ トを大きく横に曲げても走ろ うとしない大人
と違いますね。
我 もさわやかなビールで 1)飲 もう !! ちょつ

と違 うかな。
皆様はいかがお過 ごしですか。
さて、この度、突如、東京転勤が決ま り、 7月
より江戸川区に住んでお ります。家族は父 との

同居に何の関心を示 さないため、当然単身赴任
です。 当面の課題は休 日をどう過ごすか。何年
いるかわか りませんが大都会を楽 しみたい と思
います。在京のOBの皆 さん、暇があれば声をか
↓す

~で
くた]さ い。

18期横井

新年明けましておめでとうございます。
18期の横井です。
毎々OB通信ありがとうございます。奥名会長
のお便 りに季節を感 じ、添付いただいている写

真 に心がなごみます。
や まざとも内容がますます充実 して舟田さんは

じめ事務局の皆 さんにはお礼の言いようががあ

りません。
なかなかに仕事に追われてと言い訳 して、登山

することに気が向かないですが、歳を取るにつ

れて、年 1回位 自然に親 しみたいと思 うように

なってきました。昨年は5月 の連体に谷川岳に

行きま したが、思いの外、雪が深 く、家族は登

山の経験もないので途中下山 してきました。 「

行きたいなら、お父 さんだけで」 と言われ、今

年はひ とりで行 く事にな りそ うです。

22期森
舟田さん、絵葉書あ りが とうございます。いい

秋の 日で したね。いつか行きたい とい う気持ち
がまた募 りま した。山小屋酒場の案内もあ りが

とうございます。参加はできませんが、皆 さん

で懐か しく楽 しい夜をお過ごしください。
22期の青木 康治 さん (旧 姓嶋田さん)が 2
001.9.15に 急逝 されま した。闘病生活
の末 とい うことで した。同期のメンバーで福井
松岡町で行われたお通夜に参加 しま した。なか

なか会えなくても、いつか会える、元気でいて

くれていると思つてきたのに 。・。 とつてもさ

み しくな りました。また、 22期で集まろ うと

その夜話 し合いま した。

26期畠山
休 日の早朝、インラインスケー トをやつていま

す。 冬はスピー ドスケー トをや りますが、滑
りの感覚はよく似ています。 通常のスキーと
は全く違いますが、ショー トスキーの感覚とは _104-

通 じるものがあ り、緩い下 り坂ではショー トウ
ェーデルンを楽 しむことができます。 アパー

ト前の水族館の駐車場で、子供の自転車 と競争
しなが ら遊んでいますが、早朝 トレーニングは

海岸線を 30-50km走 ります。 直江津か

ら糸魚川までの海岸沿いのサイクリングロー ド

が整備 されていて、ここを朝 日を浴びなが ら風

を切つて走るのはとても爽快です。 親不知あ

た りまでの海岸線は変化に富んでいて、遠出の

楽 しみでもあ ります。
スピー ドや技術を追求する走 り方は しないので

、靴は柔 らかめで、荒れた路面や、多少の段差
でつまずかないように車輸サイズを大きめに し

て、柔 らかめのローラーにしています。 ブ レ

ー ドが外せるタイプなので、疲れたら復路は電

車に乗つて帰ることもあ ります し、子供の自転
車に付き合いなが ら遠出することもあ ります c

もうlヶ 月もすれば北アルプスや妙高は真つ白
です。  10年 ぐらい前は、 11月 の 2週 に唐
松岳の 11か ら八方尾根上部の初滑 りを楽 しむの

が恒例になっていましたが、今年はどうで しょ

うか。

36期蒲原
いつもお世話になつております。
又今年も,息子の追悼山行に行つてきます
日程は8月 24, 25, 26日 です。剣岳

今年で 9回 日です
私達夫婦は息子を通 じて,山 が好きになりまし
たッテ行つてもまだまだ駄 日ですけど、剣にい

きなり行き色んな山に登つてから行くなら解る
けど,ま だまだ、未熟ですが少 しずつ他の山に
も行つて見たいつと思っています。
又、行つてきましたら報告します
宜 しくお願いします。


